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再生可能エネルギー熱とは

「再生可能エネルギー熱利用分野」

太陽光、風力、水力、バイオマス、地熱
（固定価格買取制度の対象）

太陽熱、地中熱、バイオマス熱、雪氷熱、
温泉熱、河川熱、海水熱、下水熱

再生可能エネルギー(電気)

再生可能エネルギー(熱)

出典：NEDO技術戦略研究センターレポート
「再生可能エネルギー熱利用分野の技術戦略策定に向けて」（NEDO,2021）

高温

低温

地中熱、河川熱、海水
熱、下水熱

雪氷熱

太陽熱

バイオマス熱
（燃焼利用した際）

温泉熱

（地熱発電のような
高温域は除く）50℃

100℃

再エネ熱の温度帯
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再生可能エネルギー熱に係る課題について

自然由来の再生可能エネルギー熱は、地
域性の高い重要なエネルギー源であり、経
済性や地域の特性に応じて進めていくことが
重要である。
太陽熱、地中熱、雪氷熱、温泉熱、海水
熱、河川熱、下水熱等の自然由来の再生
可能エネルギー熱について、熱供給設備の
導入支援を図るとともに、複数の需要家群
で熱を面的に融通する取組への支援を行う
ことで、再生可能エネルギー熱の導入拡大
を目指す。 4

政策的な位置づけ

「再生可能エネルギー熱利用分野」

第７次エネルギー基本計画(2025年2月)

https://www.meti.go.jp/press/2024/02/202502180
01/20250218001.html
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2030年

2014年

2023年

2011年

2019年
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これまでの取り組み

「再生可能エネルギー熱利用分野」
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再生可能エネルギー熱利用にかかる
コスト低減技術開発 （2019-2023）

再生可能エネルギー熱利用技術開発（2014-2018）

再生可能エネルギー熱利用計測技術実証事業（2011-2013）

熱の定量化・経済価値化のための熱量計測方法の確立 （太陽熱・地中熱・雪氷熱）

・コストダウンを目的とした各要素技術開発
・ポテンシャル評価技術開発
・トータルシステムの高効率化
（太陽熱・地中熱・温泉熱・雪氷熱・バイオマス熱）

・システム 全体に関わるコンソーシアム体制
での実用化技術開発。ロードマップの作成と
普及方策としての行動計画。（太陽熱、地中熱）
・地中熱利用システム設計の最適化に必要な共通基盤技術の開発。

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ
20%以上
低減 ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ

30%以上
低減

事後評価ご意見
①シナリオの明確化
②検証の必要性
③エネマネシステムとの連携
④経済的効果の予測
⑤継続的な事業展開

事前評価ご意見

①ユーザーを巻き込
んだシステム作り

②具体的なロード
マップ作成
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ユーザーの
選択肢に
挙がらない

導入量が
少ない

量産効果が
働かない

事業者が少ない
中小企業中心

研究開発が
進まない

利用範囲が限定
的認知度が低い

導入コストが高い
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現在の取り組み

「再生可能エネルギー熱利用分野」

導入普及のための課題／新規プロジェクト開始の背景

熱供給の
事業者参入

ユーザーへの訴求力向上

面的熱利用による
再エネ熱利用の拡大へ！

・スケールメリット等による収益性向上

・温冷熱の併給
・複数需要家の統合、複数種の熱源利用
・長期/短期の蓄熱

・熱供給事業者の営業力

出典： Foresight Vol.41「再生可能エネルギー熱利用分野の技術戦略策定に向けて」 (NEDO TSC, 2020)を基にＮEDO TSC作成（2023)を一部修正

技術開発！

・定額制等の契約形態
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現在の取り組み（つづき）

「再生可能エネルギー熱利用分野」

※出典 TSC Foresight 再生可能エネルギー熱利用への期待と課題 https://www.nedo.go.jp/library/ZZNA_100091_00001.html

再エネ熱の面的熱利用の普及のための課題

課題

⚫ スケールメリットの最大化

⚫ 複数種の熱源/需要家の統合によりシステム効率の
向上

⚫ 再エネの変動性に対する需給平準化

⚫ 低温度帯の再エネ熱を最大限かつ経済的な活用

⚫ 共通課題（基盤技術）
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現在の取り組み（つづき）

「再生可能エネルギー熱利用分野」

2024年、新規プロジェクトを開始！

再生可能エネルギー熱の面的利用システム
構築に向けた技術開発(2024年～2028年)
複数の熱需要家や様々な熱供給源、蓄熱設備
を結んで熱需要網を構築し熱を融通し合うことで、
スケールメリットを活かした再生可能エネルギー熱
の面的利用システムについて実証及び関連する
研究開発を通じ、再エネ熱利用のより一層の普
及を目指すプロジェクト。

これ
まで

これ
から

再生可能エネルギー熱
利用システム

再生可能エネルギー熱利用
システム【スケールアップ】

https://www.nedo.go.jp/koub
o/FF3_100390.html
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現在の取り組み（つづき）

「再生可能エネルギー熱利用分野」
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１．再エネ熱利用システムに資
する要素技術開発＜委託＞

これまで日本では技術的に確立
されていない地中熱交換井の掘
削工法、地中熱交換器の開発・施
工、地中蓄熱システム、太陽熱の
冷房需要対応のための高温水
化・省設置スペース化等の再エネ
熱利用に関わる要素技術を対象
に、実証試験を通して、コスト低減
もしくは性能向上に寄与する新た
な装置、設備、システム等を開発
する。その際、海外での先行技術
も考慮して我が国での利用環境
（地質・地盤条件等）に適した技術
の確立を目指す。

２．再エネ熱利用システ
ムの低コスト化・高度化
技術実証＜助成＞

地域特性を活かした単
一もしくは複数の組合せ
からなる再エネ熱等を熱
源として、複数建物、集
合住宅、事務所、公共施
設等に導入するための
熱利用（空調、給湯、融
雪等）システム、熱需要
変動を平準化するため
の蓄熱システム等の低
コスト化・高効率化に資
する設計及び技術を実
証する。

３．再エネ熱の面的
利用に資する共通基
盤技術開発＜委託＞

再エネ熱の導入拡大
に資するためのポテン
シャル情報の高度化、
システム性能評価、エ
ネルギーマネジメント
技術、並びに面的利用
の導入効果評価シミュ
レーター及び最適運用
エミュレーター等を共
通基盤技術として開発
する。

「再生可能エネルギー熱の面的利用システム構築に向けた技術開発」2024年-2028年
研究開発項目

9
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3.再エネ熱の面的利用
に資する共通基盤技
術開発 

面的熱利用システムに係
るポテンシャル情報、評価
手法、最適運転技術、導
入効果評価シミュレーター
及び最適運用エミュレー
ター技術等、技術導入の
ためのマニュアル（ガイドラ
イン、ガイドブック等）とし
てまとめる。
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現在の取り組み（つづき）

「再生可能エネルギー熱利用分野」

「再生可能エネルギー熱の面的利用システム構築に向けた技術開発」2024年-2028年
各研究開発項目の目標

1. 再エネ熱利用シ
ステムに資する要
素技術開発

実証試験を通して、
コスト低減もしくは性
能向上に寄与する新
たな装置、設備、シ
ステム等を開発する

2.再エネ熱利用システムの低
コスト化・高度化技術実証 

プロジェクト最終年度時点で
再エネ熱利用システムのトータ
ルコストの削減率20％以上
（2024年比）を達成するこ
とを算出して示す。あるいは、
単一熱源・単一熱需要先によ
る同等規模システムとの設備
効率等の比較により同様の効
果を示すことが可能な場合は、
代替方法を用いる。
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各テーマ名

①-再生可能エネルギー熱の面的利用を低コスト化・高効率化させる熱源水ネットワーク配管・制御
システムの開発（日鉄エンジニアリング）1

①-
複数需要家を対象にした再生可能エネルギー熱の面的利用技術の開発（鹿島建設）

2

①-高温ATESシステムの安定的利用に資する適地評価とモニタリング手法および低価格システム設
計の技術開発（大阪公立大学）3

①-
消雪井戸における取水深度の特定技術の開発（金沢大学、エオネックス）

4

①-潮汐変化を活用した非開削工法による水平型地中熱交換器の飛躍的性能向上（三菱マテリ
アルテクノ、秋田大学、バイオテックス）5

①-高温冷温熱源の面的利用のための超高効率太陽光集熱システムの研究開発（ファインセラミッ
クスセンター、ＯＭソーラー、寺田鉄工所）6

②-
1

帯水層蓄熱を中心とした面的熱利用によるZEB及びZEH-Mの運用に係わる技術開発（日本
地下水開発、ゼネラルヒートポンプ工業）

③-
1

地方における再エネ熱面的利用促進に資する導入支援技術の開発（産業技術総合研究所）

③-
2

デジタルツインを活用した再エネ熱面的利用システムの見える化ツール／導入効果評価シミュレー
ター／最適運用エミュレーターの開発（北海道大学、東京大学）
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現在の取り組み（つづき）

「再生可能エネルギー熱利用分野」

本プロジェクトの成果等、エネ熱利用の導入普及方策を検討するための情報を整
理する目的で調査も実施しています。（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング）
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現在の取り組み（つづき）

「再生可能エネルギー熱利用分野」

高温熱源（①-6）
・太陽熱

熱源水ネットワーク（①-1,①-2）
・HR-3P配管方式 ・複数需要家統合における制御技術
・直接熱回収、温度差維持 ・AI／最適運転制御
需要側（複数建物）（②-1）
・ZEB / ZEH-M ・冷暖房／給湯／フリークーリング
・ATES／蓄熱

評価手法・導入支援ツール (③-1,③ー2)

中温熱源・蓄熱（①-3）
・高温ATES

低温熱源（①-4,①-5）
・地中熱・地下水

新規掘削方法（①-５） ・非開削工法

各熱源ごとの技術

熱源／需要側を
統合する技術

具体的な
ケースに合
わせ最適化

面
的
利
用

・再エネ熱源の出力向上などから、ス
ケールメリットの最大化に資する。

・統合によるシ
ステム効率の向
上

・需要と供給の
時間・空間不一
致を調整し 需
給平準化

・低温度帯の再
エネ熱の 最大

限かつ経済的
な活用

導入ポテンシャルの可視化、シミュレー
ション、最適な面的システムの構築
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地中～熱 地中～熱

夏でも冬でも地中～熱
（「地中熱のうた」by地中熱利用促進協会 より）

ありがとうございました。

NEDOの取り組みについては、IEA Geothermal
を通じ、海外へも発信しています。

https://www.iea-gia.org/
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